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市政への市民参画ガイドライン運用マニュアル（平成２２年７月１３日）新旧対照表 

現行 改正後 

１ 市民参画の実施予定公表までの手順 

 

(１) （略） 

 

  (２) 市民参画計画の作成 

     市民参画計画書（様式第２号）を作成する際には、市民が参加し

やすい方法や時期を十分検討するなど、市民が意見を述べやすくな

るようにします。 

    ア 市民参画の対象を記入 

計画・条例等一覧(様式第１号)で市民参画の対象となったも

のについては、その名称、対象区分及び内容を市民参画計画(様

式第２号)へ記入します。 

 

    イ 市民参画の具体的な方法及び時期等の検討 

       参画対象の内容から、市民参画の目的を達成するために、有

効な方法の組み合わせや実施する時期等を費用対効果も考慮

のうえ検討します。 

       例えば、広く市民が参画でき、多くの意見を得られる方法と

学識経験者や関係団体、専門的な知識を持つ市民などから詳細

で高度な意見を得る方法を組み合わせるなど、より実効性のあ

る組み合わせによることが重要となります。         

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                             

       なお、市民参画の時期は、市民の意見が反映できるよう設定

します。選択した方法や時期、また方法や時期を選択した理由

や対象者及び対象地域などを記入します。 

 

 

    ウ 市民参画の周知の方法及び時期の検討 

       十分な周知が図られ多くの市民が参画できるよう、周知の方

法及び時期を検討し、記入します。 

 

    エ 市民参画コストの検討 

       市民参画の方法ごとにかかる費用を検討します。 

 

    オ 計画・条例等の全体スケジュール 

       上記ア～エまで検討した内容に基づき、全体スケジュールを

記入します。 

 

    カ 市民参画計画を報告 

       地域づくり課へ市民参画計画書(様式第２号)により報告し

ます。 

   

(３)～（４）  （略） 

 

 ２ 市民参画の実施の手順 

  (１)   （略）  

  (２) 市民参画の実施 

    市民参画に当たっては、それぞれの方法にある留意事項をふまえ、 

実施します。 

 

    ア～エ  （略） 

１ 市民参画の実施予定公表までの手順 

 

(１) （略） 

 

  (２) 市民参画計画の作成 

     市民参画計画書（様式第２号）を作成する際には、市民が参加し

やすい方法や時期を十分検討するなど、市民が意見を述べやすくな

るようにします。 

    ア 市民参画の対象を記入 

計画・条例等一覧(様式第１号)で市民参画の対象となったもの

については、その名称、対象区分及び内容を市民参画計画書(様

式第２号)へ記入します。 

 

    イ 市民参画の具体的な方法及び時期等の検討 

       参画対象の内容から、市民参画の目的を達成するために、有

効な方法の組み合わせや実施する時期等を費用対効果も考慮の

うえ検討します。 

       例えば、広く市民が参画でき、多くの意見を得られる方法と

学識経験者や関係団体、専門的な知識を持つ市民などから詳細

で高度な意見を得る方法を組み合わせるなど、より実効性のあ

る組み合わせによることが重要となります。実施予定の市民参

画の方法が２以上ある場合は、その全てについて記入します。 

審議会その他の附属機関における審議を市民参画の方法として

選択する場合は、公募枠の有無により市民参画の方法が異なり

ます。公募枠を設けている場合は（応募者がいない場合も含み

ます。）ガイドラインⅢ-４-（５）審議会その他の附属機関にお

ける委員の公募、公募枠を設けていない場合はガイドラインⅢ-

４-（６）関係団体等からの意見聴取となります。 

なお、市民参画の時期は、市民の意見が反映できるよう設定

します。選択した方法や時期、また方法や時期を選択した理由

や対象者及び対象地域などを記入します。 

 

 

    ウ 市民参画の周知の方法及び時期の検討 

       十分な周知が図られ多くの市民が参画できるよう、周知の方

法及び時期を検討し、記入します。 

 

    エ 市民参画コストの検討 

       市民参画の方法ごとにかかる費用を検討します。 

 

    オ 計画・条例等の全体スケジュール 

       上記ア～エまで検討した内容に基づき、全体スケジュールを

記入します。 

 

    カ 市民参画計画を報告 

       地域づくり課へ市民参画計画書(様式第２号)により報告しま

す。 

   

(３)～（４）  （略） 

 

 ２ 市民参画の実施の手順 

  (１)   （略）  

  (２) 市民参画の実施 

    市民参画に当たっては、それぞれの方法にある留意事項をふまえ、 

実施します。 

 

    ア～エ  （略） 
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オ 審議会その他の附属機関における委員の公募 

                               

                               

     

       (ｱ) 委員を公募するに当たっては、応募方法を明確にして

行います。 

         公募委員の割合は、法律や条例で定められた審議会等の

目的や内容により構成します。 

 

① 審議会の名称 

② 目的 

③ 審議内容 

④ 委員の任期 

⑤ 公募する委員の人数 

⑥ 応募資格及び応募方法  など 

 

 

       (ｲ) 公募委員の選考をします。 

          選考は「花巻市審議会等公募委員選考要綱」に基づき

行います。 

 

       (ｳ) 審議会等を開催します。 

          審議会等を開催する際には、市民が出席しやすい日時

の設定などに配慮します。 

          なお、審議会等の公開は「花巻市審議会等の会議の公

開に関する指針」に基づき行います。 

      

  (ｴ) 会議録等により結果を公表します。 

          会議資料及び会議録の公開は「花巻市審議会等の会議

の公開に関する指針」に基づき行います。 

 

【ガイドラインで示す上記のほか適切と判断される方法の例】 

カ 関係団体等からの意見聴取 

       (ｱ) 関係団体等への開催通知をします。 

            直接関係する団体等から具体的な意見を聞くことが

できるよう、関係団体等の把握に留意します。 

          関係団体の代表者個人の意見だけでなく、団体内部で

も具体的に検討していただけるよう、資料を事前送付す

るものとします。 

 

① 名称 

② 目的 

③ 対象事項の概要 

④ 開催日時及び場所  など 

 

       (ｲ) 担当部署は対象事項の説明を行います。 

          資料を用いて説明する場合は、関係団体等がより具体

的な意見を出せるよう資料の工夫をします。 

 

       (ｳ) 説明を基に意見をお聞きします。 

          関係団体等の間で利害の対立する場合も想定される

ため、進行には十分留意するとともに、開催時間を分け

て行うなどの検討も必要です。また、発言の際は、所属

団体名や氏名をお聞きするなど、発言には責任を持って

いただくよう工夫が必要です。 

       (ｴ) 関係団体等からの意見聴取の結果として、期間(期日)、

会場、参加者数、意見数及び意見の要旨などを市民へ公表

します。 

 

オ 審議会その他の附属機関における委員の公募 

  応募者がいない場合も含みます。審議会その他の附属機関で公

募枠を設けていない場合は、カ-関係団体等からの意見聴取になり

ます。 

(ｱ) 委員を公募するに当たっては、応募方法を明確にして 

行います。 

         公募委員の割合は、法律や条例で定められた審議会等の

目的や内容により構成します。 

 

① 審議会の名称 

② 目的 

③ 審議内容 

④ 委員の任期 

⑤ 公募する委員の人数 

⑥ 応募資格及び応募方法 など 

 

 

       (ｲ) 公募委員の選考をします。 

          選考は「花巻市審議会等公募委員選考要綱」に基づき

行います。 

 

       (ｳ) 審議会等を開催します。 

          審議会等を開催する際には、市民が出席しやすい日時

の設定などに配慮します。 

          なお、審議会等の公開は「花巻市審議会等の会議の公

開に関する指針」に基づき行います。 

      

  (ｴ) 会議録等により結果を公表します。 

          会議資料及び会議録の公開は「花巻市審議会等の会議

の公開に関する指針」に基づき行います。 

 

 【ガイドラインで示す上記のほか適切と判断される方法の例】 

カ 関係団体等からの意見聴取 

       (ｱ) 関係団体等への開催通知をします。 

            直接関係する団体等から具体的な意見を聞くことが 

できるよう、関係団体等の把握に留意します。 

          関係団体の代表者個人の意見だけでなく、団体内部で

も具体的に検討していただけるよう、資料を事前送付す

るものとします。 

 

① 名称 

② 目的 

③ 対象事項の概要 

④ 開催日時及び場所 など 

 

       (ｲ) 担当部署は対象事項の説明を行います。 

          資料を用いて説明する場合は、関係団体等がより具体

的な意見を出せるよう資料の工夫をします。 

 

       (ｳ) 説明を基に意見をお聞きします。 

          関係団体等の間で利害の対立する場合も想定される 

ため、進行には十分留意するとともに、開催時間を分け

て行うなどの検討も必要です。また、発言の際は、所属

団体名や氏名をお聞きするなど、発言には責任を持って

いただくよう工夫が必要です。 

       (ｴ) 関係団体等からの意見聴取の結果として、期間(期日)、 

会場、参加者数、意見数及び意見の要旨などを市民へ公表

します。 
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   キ   （略） 

       

  (３)～（４）  （略） 

    

 ３～４  （略） 

 

 

 

 

   キ  （略） 

      

  (３)～（４）  （略） 

    

 ３～４  （略） 

 

 

 

 

 

 


